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1 は じ め に

シュッコンカスミツウは回転培養によって多芽体を経由

して増殖できることが既に明らかにされている%こ こで
は振とう培養を用いた省力的な培養苗の生産をめざし,振
とう培養に用いる培地と増殖効率及び得られたシュートの

効率的な発根培地について検討した。

2試 験 方 法

(1)多芽体形成培地の検討

試験区は表 1に示した。ハイポネクス培地 (ハ イポネク

ス粉末 2g,(NH.),SO1100略 ,MgSOt・ 7H,0100mg,
Fe EDTA30rg,pyridOxin・ HC14 mg,adenin 4 Dg,

sucrose30 g/′ )及びMurashige&Sk00g(MS)培
地を基本として,4種のホルモン類の組み合わせにより合
計 6区を設けた。

あらかじめハイポネクス寒天培地で6日 間予備培養した

シュッコンカスミツウ (品種 :プ リストルフェアリー)の
茎頂を15mlの各培地を入れた培養管びんに投入し,毎分 2

回転の垂直回転培養を行った。培養条件は23℃ ,照度約
6,000ルクス,16時間明期とし,33日 後に形成された多芽

体の大きさと性状を調査した。

表 1 多芽体形成用培地

NAA02略 /′ を添加したハイボネクス液体培地を以下
の各支持体に加え,発根培地とした。①フロリアライト
↑M(バーミキュライトと天然繊維からなる固形支持体 :日

清紡)② PNVA3%(ポ リ [N_ビニルアセトアミド]ゲ
ル :昭和電工)③パーミキュライト④脱J旨綿⑤寒天 (08
%)。

多芽体を数芽程度の大きさに分割し,ホルモンフリーの

ハイポネクス寒天培地で約 1か月培養しシュート形成させ

た。このシュートを基部から切断し発根培地に植え付け,

1か月後の発根程度を調査した。

3 試験結果及び考察

0)多芽体の形成
垂直回転培養によっていずれの培地でも多芽体が形成さ

れたが (図 1),培地によって多芽体の発達が不良のもの ,
赤褐色を帯びるもの及び形状が粗いものなどが見られた。

この中で BA 5mg/″ を加えたハイポネクス培地 5におい

て淡緑色で比較的緻密な多芽体の形成が見られたため,以
後の増殖試験にはこの培地を用いることとした。なお,回

転培養 1か月後の多芽体の生重は約 3gであった。
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2)振とう培養による多芽体の増殖率
ハイポネクス培地にベンジルアデニン (BA)5鴫/′
を加えた培地125皿lを300ml容量のコニカルビーカーに入れ

,

これに多芽体の小塊を投入して100rpmで振とう培養した。

培養条件は20℃ ,照度10,000ルクス,24時間明期とし,21
日後に増殖した多芽体の生重を測定した。

3)発根培地

図 1 液体回転培養における培地の種類と形成された多芽
体の大きさ

12)振とう培養による多芽体の増殖率

振とう培養における増殖率と多芽体の形状を表 2,図 2
に示した。多芽体は21日 間で生重が約80倍に増殖し,緑色

を呈していた。なお,多芽体は同培地で数代以上継代が可

能であり, lgの 多芽体からは約145本 の培養シュートが

培地の種類
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表2 液体振とう培養における多芽体の増殖

反復 2

図2 振とう培養による多芽体

得られた。

3)発根培地
発根培地の種類と支持体別の発根量を図 3に示した。い

ずれの培地においても発根したが,フ ロリアライト'Mでは

発根量が多く,ま たシュートの伸長も旺盛であった。他の

発根培地では発根量のばらつきが大きく,寒天培地では発

生した根の伸長が劣った。

以上の結果,振とう培養法を用いることにより, シュッ
コンカスミツウは計算上, 1個 の生長点から約 5か月間で

3万本の』慣化苗の生産が可能であると考えられた。

支 持 体 の 種 類

図 3 発根培地の支持体別発根量
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シュッコンカスミツクはハイポネクス培地を用いた振と

う培養法と発根培地により大量増殖できることが明らかと

なった。

なお,培養変異発生の問題は残っており,今後の検証が

必要であるが,振とう培養で 5回継代した多芽体から得た

順化苗をビニルハウスに定植したところ,ほぼ正常に生育,

開花することを確かめている。
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